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　市を代表する桜の名所「早乙女の桜並木（県道佐久山喜連川線早乙女地区）」は近年桜の樹勢の衰え
が顕著で、枝の落下等の危険性が増しています。加えて安全な通行の確保のため歩道を新設する必要
があり、道路拡幅にあわせ、新たに植樹帯を設け、桜並木の再生計画を進めています。
　今回は、その概要をお知らせします。　皆さんのご意見をお聞かせください。

【問】総合政策課　☎681−1113
　　　 sogoseisaku@city.tochigi-sakura.lg.jp
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今年4月の状況 平成元年の頃　伸びた枝が道路を覆う様は“桜のトンネル”
小林清さん（喜連川）撮影
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標準横断図

用地補償費：県
工　事　費：市…桜の伐採・植栽、法面への植栽（菜の花等）
　　　　　　県…上記以外
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東京国立劇場前の神代曙（樹齢約20年）
国立劇場には他にも違う桜が植えられている中、
満開に咲く淡紅色の花はひときわ目を引き、多
くの人だかりができていました。
平成31年3月27日撮影再生後の早乙女桜並木イメージ

・染井吉野系の桜で樹形は傘型、花形は一重咲、開花
時期も染井吉野とほぼ同時期
・花の色が淡紅色で遠目にも濃淡が美しい
・病気に強い
・染井吉野ほど大きくならず、管理が比較的容易
（※早乙女桜並木の染井吉野の樹高がおよそ　m～8
10mで、高木に分類される神代曙は同程度の樹高。）
・100本以上の神代曙の並木は全国的にもめずらしく、
淡紅色の花が満開に咲く並木は壮観で注目度が高くな
る

神代曙を候補にした理由
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